
FXの黎明期といえる2002年に設立された株式会社外為どっとコムは、口

座 数 約58万 件、預り資 産 は 約1,200億 円（2023年2月 末 現 在）とFX業 界

のリーディングカンパニーといえる存在だ。2022年9月より伊藤忠商事株

式 会 社 が大 株 主となり、今 後のサービス拡 大および企 業の成 長 が期 待さ

れている。AML/CFT（マネー・ローンダリング及びテロ資金供与対策）を

含む法令遵守への取り組み強化として、2022年に「日経リスク＆コンプラ

イアンス」を導入した。

株 式 会 社 外 為 どっ と コ ム は、F X 取 引

ツール を 介して個 人 向けF X 取引サービ

スやバイナリーオ プ ション サ ー ビ スを

提 供してい る。1 通 貨 単 位 の 取 引 が 可

能（F X 積 立 サービスのみ。F X 取引サー

ビ ス に つ きましては1,0 0 0 通 貨 単 位 か

ら）で、口 座 開 設 手 数 料 や口 座 維 持 手

数 料、取引手 数 料 などが 無 料で 使 いや

すく、F X 取引初 心 者 から経 験 者まで 幅

広 い 層 に 支 持 さ れてい る。「お 客 様 第

一 主 義」を 理 念 に 掲 げ、常 に 商 品 や

サービスの改善に努 める株 式 会 社 外 為

どっとコ ム の 口 座 開 設 数 は 約 5 8万 件

で、その 数 からも高い信 頼を得ている

ことがうかがえる。

信 頼 を担 保するものとしてコンプライ
ア ンス は 欠 か せ な い。F Xも含 め 金 融
商品を扱う業 者に対しては、金 融 庁 か
らのガイドライン 策 定 が 明 示されたこ
ともあり、コンプライアンス 対 策 強 化
は 喫 緊 の 課 題 だ。そこで 株 式 会 社 外
為どっとコムで は コンプライアンス 部
が 主 導 し、対 策 強 化 の 要 と なる ス ク
リーニングの 精 度 向 上を目的 に「日 経
リスク&コンプライアンス」を202 2年
に導入した。

顧 客 管 理におけるリスク評 価 に
ネガティブニュースとウォッチリストを活 用

活用状況

既存顧客まで見据えた外国 PEPs など
属性把握の精度向上に注力

株式会社外為どっとコム

日経リスク＆コンプライアンス　INTERVIEW

コンプライアンス部 係長　高橋浩様

×
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リーニングの 精 度 向 上を目的 に「日 経
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コ ン プ ラ イ ア ン ス に 係 る 方 針 策 定 や、
社 内 でコンプライアンス 違 反 が 発 生し
な い た め の 組 織 づくり、契 約・広 告 な
どに関する合 法 性チェック、クレーム・
苦 情・紛 争 などの 対 応、関 係官 公 庁 や
団 体 に関 する 折 衝・報 告など 実 に 幅 広
い 業 務 を担うコンプライアンス 部 の 高
橋 浩 氏 は、「日 経リスク＆コンプライア
ンス」を「操 作 も分 かりやすく、とにか
く使いやすい」と評する。

コンプライアンス部 高 橋 浩 氏：弊 社で
は「日 経リスク＆コンプライアンス」を、

主に 顧 客 管 理 部 門でのリスク評 価 の実
施 に 活 用して います。スクリーニ ン グ
結 果 を 踏 ま えて リス ク 区 分 を 判 断 し、
必 要な管 理 対応を実 施しています。
制 裁 対 象 者 リスト や、不 芳 情 報（ネ ガ
ティブニュース）などの幅 広い 情 報との
スクリーニン グ をまとめて 対 応 で きる
仕 組 み の 構 築 が 課 題 で し た が、ネ ガ
ティブニューススクリーニングとウォッ
チリストスクリーニングの両方の機 能を
持 つ「日 経リスク＆コンプラ イア ンス」
を 導 入したことで、そ の 課 題 を クリア
することができました。

外 国 PEP sや 親 族 関 係 者の 抽 出で 、
口 座 開 設において欠 か せない属性 把 握を徹 底

導入の背景ときっかけ

×

「日 経リスク＆コンプ ラ イア ンス」の 導
入 を 決 め た の は、金 融 庁 が 公 表 し た

「マネー・ローンダリング及びテロ資 金
供 与 対 策 に 関 するガ イドラ イン」に 明
示 さ れ て い る「信 頼 性 の 高 い デ ー タ
ベースやシステムを導入するなど、金 融
機 関 等の規 模や 特 性 等に応じた合 理 的
な 方 法 により、リスク が 高 い 顧 客 を 的
確 に 検 知 する 枠 組 み を 構 築 すること」
に 対 応 するためだ。株 式 会 社 外 為どっ
とコムも金 融 庁 からガイドライン が 公
表された2018 年から、どのような 枠 組
みを構 築すべきなのか 社内で検 討を重

ねてきた。
また 株 式 会 社 外 為 どっとコ ムで は、こ
れ までビジ ネスデ ー タベースサ ービス

「日経 テレコン」による検 索 情 報と金 融
庁 などから提 供される情 報を社 内 のシ
ステムツールで読 み込 み、スクリーニン
グ を行っていた。しかし金 融 庁 など か
ら提 供される情 報は定 期 的に更 新され
るので そ の 都 度 社 内 の システムツール
も更 新しなければならず、システムツー
ル の 動 作 不良により作 業 が 中 断される
こともあり、スクリーニングに労力を割
いていた。

コンプライアンス部 係長　高橋浩様

高橋氏：弊 社では「日本 国のみ」に居 住
してい ることが 口 座 開 設 の 条 件 であり、

「外 国 PEPs に該 当するか 否 か」という
質 問 項目を設けてお 客 様に申告いただ
いて います。しかし あくまで も自己 申
告です。日本に居 住 する日本人 が 外 国
PEPs に 該 当する可 能 性 も 考えら れ ま
すし、お 客 様 ご 自 身 が 外 国 PEPsに 該
当してい ることを 認 識 されてい な い 場
合もあります。
属 性 把 握 の 精 度 を上げるには、お 客 様
の 申 告 に 一 存 す る だ け で な く弊 社 の
チェック体 制を強 化する必 要がありま

す。お 客 様 からの申 告と弊 社 の チェッ
ク体 制 の 両 方 が 揃って 初 めて、精 度 の
高 い 確 認 が できたと言えるので は ない
かと思いますし、虚 偽 申 請 の可 能 性 が
あ る 申 告 を いち 早く見 つ け 出し、事 前
に食い止めるリスクコントロールが、今
後はさらに重 要になってくるでしょう。
そうした観 点 から「日経リスク＆コンプ
ライアンス」のような 情 報ソリューショ
ンの導入は 必須 だと判 断しました。
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高 橋 氏：既 存 のお 客 様 はすでに 自 己 申
告 を終 えている方 々です。改 めて 申 告
し直していただ いても、同じ内 容 が返っ
てくる可 能 性があります。また口 座を開
設 いた だ いた 後 で、登 録 情 報 や 属 性 情
報も変 わっていきます。それら全ての情
報 を漏 れることなくお 客 様 に 申 告 いた
だ いて いるの か、弊 社 側 で は 把 握しき
れないところもあります。
ですからお 客 様 の 自 己 申 告 に 依 存する
ので は なく、既 存 の お 客 様 へ の 継 続 的
なリスクコントロ ール が 不 可 欠 ですし、
そのた め の 体 制 づくりが「日 経リスク＆
コンプライアンス」によって 強 化 され た
ことは 私たちにとって大きいと感じてい
ます。

また、「日 経リスク&コ ンプライアンス」
は、マネー・ロ ーンダリングなど私 たち
が 知りた い 情 報 を収 集することに 特 化
したソリューションな のでチュー ニング
すら必 要 ありません。た だ 検 索するだ
けでリアルタイムに情 報を把 握でき、情
報 量 も多くて 精 度 も高 いので 信 頼 でき
ます。

「日 経リスク＆コンプライアンス」を導 入
したことで得 た 一 番 のメリットは、口 座
をこれ から開 設するお 客 様 に 対して だ
けで なく、既 存 の お 客 様 へ の 管 理 体 制
が強化できたことだという。

株式会社外為どっとコム　コンプライア
ンス 部 で は、日 経リスク&コンプライア
ンス導 入 後 に、独 自 のリスクスクリーニ
ングを設 定し、既 存 口 座 約58万 件 のう
ち約2万 件 分 のスクリーニングを終えて
いる。抽 出した顧 客データをCSVファイ
ルで取り込 み、自 動 的にスクリーニング
を行う機 能を活 用したことで、以 前と比
べると最 小 限 の 工 数 で実 施 できたとい
う。

高橋氏：今回は約2万口座に絞って行い
ました が、今 後 は どの 程 度 の 口 座 数 に
絞って 対 応 するの が 適 切 な の か、頻 度
も 含 め 検 討 し、リス ク 度 に 応 じた ス ク
リー ニングを定 期 的 に 実 施する体 制 を
整 えることが 当 面 の 目 標 です。例 え ば
最 近の話として、ウクライナ侵 攻に伴い
多くの ロ シア 関 係 者 に 対して 資 産 凍 結
等 措 置 が 行 わ れ ましたし、確 認 すべ き
情 報 は 今 後 も増 え続 けるだろうと考 え
ています。今後も「日経リスク&コンプ

ライアンス」を活 用しな がら、より属 性
把握に努めていきたいと考えています。
改 めてコンプライアンス遵 守 は、会 社の
存続にもかかわることです。この情報を
調 べていれ ば安 全 だ という正 解 は ない
かもしれませんが、これからも最善を尽
くしていきたいです。

マネー・ローンダリング規制や海外贈賄
規 制 な ど、国 内 外 問 わ ず遵 守すべ き法
規 制 は 今 後 さらに 広 範 囲 に なることが
予 測される。その 範 囲 が 広 が れ ば広 が
るほ ど、法 令 遵 守 の 判 断 基 準 の 一 つと
なるスクリーニングの精度が重要になっ
てくる。それは株式会社外為どっとコム
だ けでなく業 界 全 体 の課 題といえ、「日
経 リス ク＆コ ンプライアンス」を 活 用・
応 用するシーンはさらに増えていくので
はないだろうか。

新 規 口 座 開 設 時以 上に 、
既 存 顧 客 への管 理 体 制 の強 化にメリット

導入の効果

既 存口 座 の定 期 的なスクリーニングで
継 続 的なリスクコントロール

今後の展望
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